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研究の目的

方法

結果

本研究では攻撃性という面から、ゲームが子供にとって悪影響を及
ぼすものなのかどうかを明らかにすることを目的としている。先行
研究では、ゲーム利用と攻撃性に相関があるとするもの*1とないと
するもの*2のどちらも存在し、評価が分かれている。前回までの研
究ではゲーム利用と攻撃性に相関があまりないと考えられた。今回
は前回の研究を踏まえ、下記仮説を設定し、その検証のために下記
仮説が中学生や他の集団にも当てはまるかどうかを検討する。また、
前回検討した直接的な攻撃性に加えて、無視や暴言などの間接的な
攻撃性についても調査する。本研究では、攻撃性を多面的にとらえ、
それぞれの観点から年齢ごとの相関関係を調査する。これにより、
ゲームが子供に与える影響について、把握し、その上でそれぞれの
年齢に合った対処を検討することができるようになるので、この研
究には意義があるといえる。

仮説:中高生において、ゲーム依存性と攻撃性の相関は認められない。

本校生徒2年生122名(男子53名、女子58名、無回答11名)5年生
114名(男子39名、女子51名、無回答24名)に紙媒体での質問紙全
数調査を行った。
4月中旬に各クラスのHRで配布し、5分程度の回答時間を設け、
その場で回収した。

1.ゲーム利用について
1-1 利用時間→平日・休日に分けて、それぞれ5件法
1-2 一週間の利用日数(5件法)
1-3 利用するゲームのジャンル(アクションなど、10項目)

2.ゲーム依存性尺度(4件法,11項目)*3

3.攻撃性尺度(4件法,28項目)*4

→直接的攻撃性(18項目)・間接的攻撃性(10項目)

〈質問紙内容と改善点〉

1,利用状況

攻撃性の定義について
直接的攻撃性→他者に対する身体的暴力 殴る・蹴るなど
間接的攻撃性→攻撃が遠回しで、間接的な攻撃 無視をする・仲間外れ
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2,尺度の相関関係

相関係数0.38 弱い相関

にするなど

図2 2年生のゲーム依存尺度得点平均と攻撃性尺度得点平均の散布図
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図2-1 2年生のゲーム依存性尺度得点平
均と直接的攻撃性尺度得点平均の散布図

図2-2 2年生のゲーム依存性尺度得点平
均と間接的攻撃性尺度得点平均の散布図
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図3 5年生のゲーム依存尺度得点平均と攻撃性尺度得点平均の散布図
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図3-2 5年生のゲーム依存性尺度得点平
均と間接的攻撃性尺度得点平均の散布図

図3-1 5年生のゲーム依存性尺度得点平
均と直接的攻撃性尺度得点平均の散布図

相関係数0.11 ほぼ相関なし相関係数0.24 弱い相関

これまでの研究・課題

本校5年生(当時)112名に質問紙全数調査を行い、ゲーム依存性と
攻撃性の相関関係を調べた。ゲーム依存性と攻撃性の相関係数は
およそ0.106と、ほとんど相関がないという結果が得られた。こ
のことから、ゲームと攻撃性には、この集団に対しては相関がみ
られないという結論に至った。
しかし、調査集団が限定的であることから、仮説の一般化が難し
いことが課題だった。



考察と課題

主な文献

今回の調査では、ゲーム依存性と攻撃性の間に中学生と高校生のどちらにも弱い相関がみられた。従って仮説は証明されなかった。また、
どちらの集団でも、間接的暴力性よりも直接的暴力性のほうがゲーム依存性とより強い相関がみられた。これは、ゲーム内で行われるもの
は暴力行動であり、それが利用者の敵意やいらだちを促すものではない、という先行知見に当てはまる。*1

また、高校生の集団よりも中学生の集団のほうがより強い相関がみられた。このことから、調査対象に対しては、ゲーム依存性と攻撃性の
間に相関があり、年齢が低いほどより強い相関があると考えられる。中学生のほうが高校生よりも人生経験が浅く、ゲーム内での攻撃行動
を正しいものと受け取ってしまうのではないかと考えたが、今後先行研究を検討しつつ考察を加えていきたい。

今回の調査では、前回と異なりゲームと攻撃性に弱い相関が認められ、又、年齢によってゲームと攻撃性の関係に違いがみられた。中学生
と高校生発達段階違いなどを先行研究や実験等を通じて調べ、ゲームが攻撃行動に影響を及ぼすのか、どうすれば攻撃性を高めずにゲーム
を利用できるのか、などを調査・研究することが今後の課題である。
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